
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
者
の
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十

一
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
を
「
第

二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
者
の
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第

四
十
二
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
中

「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号

に
掲
げ
る
者
の
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
六
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条

第
二
項
第
四
十
六
号
に
掲
げ
る
者
の
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
」
に

改
め
、
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
に
掲
げ
る
者
の
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
」
を
「
第
二
条
第
二

項
第
四
十
八
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
者
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
条
第
二
項
第
四
十

号
に
掲
げ
る
者

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
第
二

条
第
八
項
に
規
定
す
る
カ
ジ
ノ
業
務

（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
カ
ジ
ノ
行

為
を
除
く
。）

チ
ッ
プ
（
同
法
第
七
十
三
条
第
六
項
に

規
定
す
る
チ
ッ
プ
を
い
う
。）の
交
付
又

は
付
与
を
す
る
取
引
そ
の
他
の
政
令
で

定
め
る
取
引

第
六
十
四
条
の
表
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

野
田

聖
子

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
務
大
臣

上
川

陽
子

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
十
三
条
第
一
項
中
「
事
項
」
の
下
に
「
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
に
係
る
事
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
六
号
」
を
「
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中
「
同
項
第
四

十
二
号
」
を
「
同
項
第
四
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
四
十
七
号
」
を
「
第
四
十
八
号
」
に
改
め
、

同
項
第
十
四
号
中
「
第
四
十
一
号
」
を
「
第
四
十
二
号
」
に
、「
同
項
第
四
十
二
号
」
を
「
同
項
第
四
十
三
号
」
に
改

め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十

一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会

第
二
十
二
条
第
四
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
定
め
る
大
臣
」
の
下
に
「
又
は
委
員
会
」
を
加
え
、
同
号
イ
中
「
大
臣
」
の
下

に
「
又
は
委
員
会
」
を
加
え
、
同
号
ニ
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
に
改

め
、
同
号
ホ
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
六
号
」
に
改
め
る
。

（
産
業
競
争
力
強
化
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
七
条
第
三
項
本
文
中
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」
の
下
に
「
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
規
則
」
を
加

え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、」の
下
に
「
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
、」を
、「
個
人
情
報
保
護
委
員
会

規
則
」
の
下
に
「
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
規
則
」
を
加
え
る
。

（
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財

産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス

ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
条
第
一
号
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
」
に
改
め
る
。

（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
九
条
第
十
二
項
（
同
法
第
十
条
第
四

項
、
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又

は
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
国
務
大
臣
」
の
下
に
「
及
び
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
委
員
長
」
を
加
え
る
。

（
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
第
三
項
本
文
中
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」
の
下
に
「
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
規
則
」を
加
え
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、」の
下
に「
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
、」を
、「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」

の
下
に
「
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
規
則
」
を
加
え
る
。

平
成
三
十
年
特
定
災
害
関
連
義
援
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
八
十
一
号

平
成
三
十
年
特
定
災
害
関
連
義
援
金
に
係
る
差
押
禁
止
等
に
関
す
る
法
律

１

平
成
三
十
年
特
定
災
害
関
連
義
援
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者
の
当
該
交
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り

渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

平
成
三
十
年
特
定
災
害
関
連
義
援
金
と
し
て
交
付
を
受
け
た
金
銭
は
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
平
成
三
十
年
特
定
災
害
関
連
義
援
金
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
災
害
の
被
災
者
又
は
そ
の
遺

族
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
被
災
者
等
」
と
い
う
。）の
生
活
を
支
援
し
、
被
災
者
等
を
慰
藉し
や

す
る
等
の
た
め
自
発

的
に
拠
出
さ
れ
た
金
銭
を
原
資
と
し
て
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）が
一
定
の
配
分
の
基
準
に
従

い
被
災
者
等
に
交
付
す
る
金
銭
を
い
う
。

一

平
成
三
十
年
六
月
十
八
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
及
び
こ
れ
に
引
き
続
い
て
発
生
し
た

余
震
に
よ
る
災
害

二

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
災
害

附

則

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
交
付
を
受
け
、
又
は
交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
平
成
三
十
年
特
定
災

害
関
連
義
援
金
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

上
川

陽
子

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
取
扱
い
の
確
保
」
の
下
に
「
、
カ
ジ
ノ
施
設
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
秩
序
の
維
持
及
び

安
全
の
確
保
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
三
項
第
五
十
九
号
の
二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
九
の
三

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
百
十
五
条
に
規
定
す
る

事
務

第
十
六
条
第
二
項
中
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」
の
下
に
「
、
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
」
を
加
え
る
。


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